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　　「学校不適応」児童・生徒への「介入」には，各児童・生徒の「生きる」状況の把握

が前提となる。現代社会では，児童・生徒における「自我の弱さllの問題が顕著となり，

彼らは広いtime　perspectiveを持てなくなっている。これらの課題は，青年期の成長課題

との関連で特に肥大化する傾向を示す。心理的危機の状態像である「不登校」児童・生徒

に対しては，自我機能の強化を図る視点を持つ適切な「介入」が課題となる。本研究にお

いては，勝田市教育研究所「適応指導教室」における「介入」方略の効果と問題点に関し

て，自我機能の視点と危機介入理論の視点から整理し，今後の「介入」課題の検討を行う。

は　じ　め　に

　これまで，　「不登校」への対応については来談者中心的カウンセリングによるものが主流をなし，

特に神経症的登校拒否と呼ばれる「不登校」に対しては，登校刺激を与えないで本人に任せ，自主

性の回復をねらいとする方法が主に行われてきたが，児童・生徒の人格や意識の変容を問題とする

ときに，効果的ではないことが指摘されているD。筆者らは「介入」を，児童・生徒が人間として
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「生きる」ことに「気づく」よう教師が援助していく働きかけのことであり，特に心理治療的「介

入」とは，児童・生徒の実態を診断し適切と思われる援助を行い，その結果をさらに次の「介入」

にフィードバックさせるという一連の過程を指すとした。そしてそこでは，「待ち」の姿勢ではな

く児童・生徒の問題を発見し，積極的に相談関係にもっていく「迎え」の姿勢が必要であることを

主張してきた2＞。「介入」は「危機i介入（crisis　intervention）」の理論を基盤としているが，これ

は共感的理解を前提とした上で，さらにその域にとどまらず積極的に対象者の「問題解決的思考1

への支持を図ることであり，また，実存的自己の受容への援助を行うという点において，筆者らは，

いわゆるロジャース派の非指示的立場と対照的な考え方を提唱してきた3）4｝。

　本研究では，勝田市教育研究所「適応指導教室」における「不登校」児童・生徒への「介入」方

略の点検を通して，　「学校不適応」児童・生徒に対する「介入」課題を検討する。

1　「危機介入（crisis　intervention）」の理論的背景

1－1　自我機能と危機

　危機（crisis）とは，個体の生存を脅かすような変化が環境に生じ，その変化に独自に対応しよう

としても十分にできないという事態を指す5）。従って，事態そのものが問題となるのではなく，

危機状況への個体の側の適応の様態が問題となってくる。

　危機とは，G。カプランの言う問題解決の場，成長をもたらす場6）であり，　E．　H．エリクソン

の主張する「前進か退行か，統合か遅滞かを決定する瞬間」7＞と言うことができ，人間が外界へ

適応を図る際の自我の発達にとって不可避の課題となる。従って個体が直面する危機を自分自身に

とって役立つよう変え得るとすれば，この危機を個体の成長の契機となし得るよう，援助する側が

積極的に「介入」することが重要となる。危機は，G．　W．プロコップによれば8），発達危機か偶

発的危機かのいずれかのカテゴリーに入ることになる。前者は，人が生まれてから死に至るまで，

普通の人が人生途上で出会うさまざまな危機であり，例えば青年期における危機のように，当人が

成熟していくためには必要であり，かつ，避けられない場合の多いものである。後者は，失業・結

婚・病気・事故・転居・死亡・出産等，一見偶然生じたように見えながら，大抵の場合，各人の生

涯にあってあらかじめ知り得るストレスと関連する。個人が生活する中で発生し人格統合を失うに

いたる危機の殆どが，この後者のカテゴリーに入る。

　さらにプロコップは，人格の統合性を失わせることのないように，多少とも発達危機の形を変え

ることが可能であり，また，偶発的危機は予測や変更できるものが多く，予防ができ，少なくとも

かなり手を加えることが可能であるとしている。結局のところ双方とも，個体が自己の成長への契

機となし得るものである。

　青年期は，自己関心の高まり，他者のまなざしへの過敏さ，自己の将来への関心等々が顕著になっ

てくる9）時期であり，この時期にはエリクソンが「本質的な心理・社会的な相対的均衡を獲得する

自我の社会的機能」EO）というところの「自我同一性（ego　ideRtity）」の形成が課題となり，このこ

とが個々の青年にとって発達危機となる。ここで自我は自己の精神内界の葛藤を解決し，現実への

適応を促進させる働きを持っている。青年期の発達i課題には「自我の強さ（egO　strength）」と対比
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できる「自我の弱さ（ego　weakness）」の克服の課題が密接に関連しており，「自我の強さ」が自

我機能の健全さを示すことから「自我の弱さ」は危機の問題となる。筆者らは噛我の強さ」を，

人間固有の欲求と社会的規範とを主体的に調和させる力を意味すると説明してきた（福田・吉田

1989，p．199）。アンナ・フロイトは『自我と防衛s（1990，　p．173）の中で，思春期には心理的平衡が

混乱し，自我が弱体化されると指摘している。青年はこうした時期において，自我の社会的機能で

ある「自我同一性」形成の課題に向き合うことになる。

　ロッターらは，エリクソンの心理・社会的発達理論を紹介する中で，青年期の特徴を次のように

述べている。青年は，困難な競争場面や他者との親密な関係の確立等に自分が関わる際の同時的な

圧力に耐えられず，初期の心理・社会的段階において経験された障害の結果としての潜在的弱点が

その圧力によって顕在化しやすい】D。従って青年期においては，特に発達危機や偶発的危機との関

係で自我機能の不全や「自我同一性」の拡散の問題が生じてくることになる。

1－2「介入」課題の前提となるtime　perspectiveの位置づけ

　自我発達の問題とtime　perspectiveの問題とは，個体の内的世界の広がりという「人間として」の

成長課題と密接に関連している。time　perspectiveとは個人の内的世界における時間と空間の広がり

を言うが，M．ロキーチはtime　perspectiveに関して「開かれた心では相対的に広い時間展望を持ち，

閉ざされた心では相対的に狭く，未来志向的な時間展望を持つジ2）と指摘しており，t者らは，現

代青年の持つ時聞展望が狭量化してきていることを確認してきた13）14）15）。ここで言う「狭量化」と

はロキーチのいうところの「closed　mind」と対応している。これは増野が「情報があっても視野の

中に入ってこない」と言う「トンネル現象」16）の概念化とも通事する。

　人の生活空間における時間的次元のSCGpeは発達を通じて拡大し，年齢的成長とともに徐々に一層

遠い心理学的過去や未来の出来事が現在の行動に影響するようになり，青年期は，time　perspective

の深刻な変化の時期に対応する。このことに関して筆者らは，青年期には一方において理想とする

自分自身と，他方に「自我同一性」の獲得が課題となる現実（Reality）の自分自身とを一致させる

ような仕方で，個々人のtime　perspectiveをその内的世界において構造化することの必要性について

指摘してきた17）18）。ここで，現代社会を生きる青年層のtime　perspectiveを考える際には，その教

育アスピレーションの程度や内容を位置づけることが必要となる。筆者らは，現代青年の多くが受

験競争を前提とする「学歴社会」の中で上昇志向をいやおうなく持たされて来ており，しかも，知

識体系の獲得を中心課題とする学校教育ではtime　perspectiveを持つことが困難な状況に「生き

て」いることを明確化してきた19）。このことを通して，　「ひと」が「人間として」生きる際の重要

な課題である，　「もの」まで含む他者との共存を如何ように図るかを自己課題とすること20＞につい

て，多くの現代青年は学習課題や習得課題になし得ない状況に「生きて」いることを問題としてき

た。

　青年期に現出する様々な問題には，加倉井も指摘するように「その根底に現代社会の病理性や共

通した思春期課題を克服する道を包含している」2Dことを推量できる。現代の青年はこうした社会

状況の中で「自我同一性」を形成しなければならず，自己のtime　perspectiveを構造化する際の課題

を背負わざるを得ない。このような現代社会状況を反映して現れてくる様々な形の「学校不適応」

児童・生徒に対する「介入」課題を検討する際には，個々にとって課題となってくるtime　perspecti

veを充分考慮しなければならないであろう。
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H　「不登校A現象の問題性

H一肇　「危機」としての「不登校」

　本研究においては「不登校」を危機としてとらえているが，その事由は次の通りである。

　第一に，人格形成上不可欠な「人間関係性」習得の課題に個体として接近できないことである。

平成6年総務庁青少年対策本部による意識調査221によれば，日本の青年の91．6％は「学校で」友人

を得ると報告されており，これは筆者らが，現代社会における児童・生徒の「人間関係性」習得の

機会が学校以外に見出せなくなってきていると主張してきたことを裏付けている。人格形成には人

による支えや人とのかかわり合いといったことが不可欠の要件23）であるが，　「不登校」児童・生徒

は人間関係が多様に展開する学校教育状況に参加していない。それ故に，　「不登校」児童・生徒は

人格形成上に不可欠な「人間関係性」習得の課題に接近することが少ない状況にF生きて」いると

言える。

　第二に，青年期の成長課題であり，　「自我同一性」確立の前提となる「集団同一性」獲得の機会

が減少せざるを得ないことである。前述の通り，青年期は，「自我同一性」獲得の過程がその「心

理・社会的危機」24＞となる時期であるが，家族成員との関係に発達の基盤を置く「自我同一性」を，

家族を含めた「集団」に対する同一性である「集団同一性」形成の過程を通して，獲得していく時

期でもある25｝。現代社会においては，青少年のいる世帯の内「核家族世帯」の占める割合が多く26）

家庭生活における人血関係が多様ではなくなっている。これに加えて，地域社会における人間関係

の希薄化に伴い地域社会における子どもの遊び集団としての活動が解体してきており，多様な人間

関係を持つことが可能な集団構成員としての体験や機会が激減している。さらには，離婚率の増加27）

などによる家族関係の変化から，「集団同一性」の基盤となる家族関係を持ち得ない児童・生徒が

増加している。筆者らは，現代の学校教育においては児童・生徒にとって学級の占める心理的，社

会的影響が大であることを主張してきた28）。　「不登校」児童・生徒は，学校における「集団」の構

成員としての具体的な活動に参加できず，「集団同一性」獲得の課題に向き合う機会を持つことが

できないでいる。

　第三に，発達危機に対する適切な他者からの「介入」を得る機会を逸し，病的状態へと移行する

可能性を持つことである。山本は「crisisとcrisis　interventlonに関するモデル図」を提唱しており，

そこでは，個人または集団の健康で調和のとれた平衡状態が病的状態にまで移行する過程について

いくつかの段階を示している。そして，各段階において適切な「介入」が行われればその個人また

は集団は成長する方向へと進展し，適切な「介入」が行われなければ最終的には病的状態へと移行

していくことを示している。ここで山本の言う「病的状態」とは「病的平衡状態」を指しており，

これは「介入」を必要とする神経症の症状を発生させ，あるいは精神障害になることで，個体内部

にある緊張と外部からの圧力との平衡を個体が保つ状態を言っている29｝。ここで「介入」を行うの

は人であることが前提である。「不登校」児童・生徒が学校という時と場とを持たないということ

は，学級や同学年の友人，あるいは学校内での異年齢や異性の友人とで形成する「集団」に参加で

きない，または，しないことを示している。従ってこのことは，同世代の伸間や，教師といった援

助者となり得る人からの，発達上の危機に対する適切な「介入」の機会を逃し，最終的には病的状

態へと移行する可能性を持つことになる。
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H－2　「不登校」児童・生徒に対する「介入（interventioR）」の必要性

　前述のように，　「不登校」は心理的危機の状態像である。　「不登校」児童・生徒は，人との直接

的な関係を持つことが少なく，様々な人によって構成される「集団」に参加していない。このこと

は，time　perspectlveが狭量化せざるを得ず，自分自身の感情や思いを受け止めたり自己の精神内部

の動きを自ら表出することができず，さらには，社会生活の基盤となる他者との共存を体験的に図

ることが困難となっている。この事態は，児童・生徒の自我機能の発達の問題と関連しており，当

人が社会的に「生きる」際の課題にマイナス要因として働くことを予測させる。従って，「不登校」

児童・生徒の状態像は当人の成長課題にとって危機の状態にあると言え，積極的な「介入」が必要

となる。

　「危機介入」は，危機的な状況においてこれまで処理してきた形では対処できなくなった対象に

対して，新しい対処様式のレパートリー一を獲得させるようにすることを目的としている30）。ここでい

う「対処様式」とは，危機状況への適切な対応様式を指し，　「新しい対処様式の獲得」とは即ち，

生活者としての経験や活動を個々の環境に適合させるように統合する能力である自我の拡大や再編

成，あるいは「自我の弱さ」の克服を意図するものである。

　プロコップは，危機状況に対する反応について「いくつかのことが相ついで起きていく過程，あ

るいはそれが重複して起こっていくこともある過程」とし，図1に示すようなカプランの主張する

危機の4段階を紹介している31）。

第4段階

問題は依然として残っており，当人

が使えるやりかたで解決できない場

合，あるいは問題をさけて」虚ること

ができない

　　　　　倉
危機状況によって高まった緊張が頂

，占に達する

　　　　　倉

著しい人格障害が生じ，精神病，引

きこもり，臼殺にいたるかそれとも

ただただ絶望におちいるほかはない。

第3段階

V　ものメカニズムを用いても成功

せ従ってその問題がひきつづき
残　（いる

　　　　　倉
当入がその深刻な伏況にウち向かう

当入が問題を解決しようとすれば，

否応なしに内外の資源をあらたに活

用せざるをえない状態となる，，

第2段階
当入の混乱状態・緊張状態が激化し
てくる、，

第1段階
結果的には当人の活動性・緊弓長・混

乱が一．一段とひどくなる。

図1　G．カプランによる危機の4段階

　ここでは，適切な「介入」が行われなかった場合の第4段階には著しい人格障害が生じることを

示している。これら危機の4段階の過程において，　「危機状態の人と周囲にいる重要な人びととの

問に，感情のこもった実りある対人関係を築きあげようとする」32ぼうな「介入」活動が効果をあ

げる方略として，ハウスマンとライオック（1967）は5つの基本概念を挙げている33）。

　第一は「即時性（immediacy）」である。これは，時を移さず直ちに処置を行うことである。当人

にいち早く接するほど，人格低下を最小限にくいとめて有効な解決が望め，人格機能を増進させる

こ．とができるとする。

　第二は，　「接近性（proximity）」である。このことは，対象者の抱える問題の核心にできるだけ

迫ることである。問題の起きた時や場面がわかっている場合，問題解決を図る際に時や場面が接近
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していればしているほど解決の効果があがることになる。

　第三は，「参加（committment）」で，これは危機にある人が，援助者と一緒になって問題解決に

参加することである。「本人が自分の行為に責任を持ち，果たす役割に責任をもたなければならな

い為，本人側が意識的に参加することが最も重要である。j　34＞とプロコップは主張する。

　第四は，「連係（concurrence）」であり，危機におちいっている対象者の生活時・空間内にいる

重要な人びとと本人とを結びつけることを指す。「介入」においては，危機状態にある人をサポー

ト・システム（support　system）にかかわらせケア・システム（care　system）にのせる人間関係

を創造することを前提とする。ここではまず活用できる健康な人間および社会的資源を発見し，さ

らにはそれを活用させる援助的人間関係を創り上げることを重要な課題とする35＞。次に，援助者が

プロコップの言う仲介者となり，対象者の生活世界に重要な位置を占める友人や家族に目を向けさ

せ，当人を取り巻く社会的ネットワークを創造することが課題となる。この課題を遂行できれば，

援助者は危機的状況にある人の自我の機能低下を防ぎ回復の素地をつくることができるとする。

　第五は，　「期待（expectancy）」である。これは援助者が結果を予測することであり，本人の潜

在能力を推し量り，彼を取り巻く生活状況を把握して，治療過程の概要と問題をどの程度まで解決し

得るかを見通すことを指す。「期待」の重要性は，力ある側としての援助者が，対象者の否定的な

側面や消極的な側面よりも，肯定的，積極的な面を見出すことにより，援：助効果や治療効果をより

一層上げることである。

　前述のように，　「不登校」児童・生徒は危機的状況の中に「生きて」いるのであり，適切な「介

入」が行われなければ，本人に著しい人格障害を生じさせる危険を孕んでいる。それ故に，この5

つの概念に沿った適切な「介入」課題を立てることは重要な視座となる。

皿　勝田市教育研究所「適応指導教室」における「介入」方略の検討

皿一1「介入」課題としての自我機能の諸視点

　「不登校」児童・生徒の自我機能の低下を防ぎ，回復の素地を作るためには，前述の5つの概念

に沿った適切な「介入」が必要となる。ここで言う適切な「介入」とは，山本に従えば危機状況に

ある個体または集団が一歩成長する方向へと進展する対処様式として導入する「介入」を指し渕

そこでは，生活者としての個々の児童・生徒の自我機能の強化を図る視点の導入が必要となる。本

研究においては特に「人間関係性」，　「自己表出性」，　「集団参加性」，　「自発性」，　「愛他性」

の5つの視点から研究を進めてきた37｝。この5視点を設定する理由はそれぞれ次の通りである。

　第一一に，「介入」においては本人をサポート・システムにかかわらせることが不可欠であるが，

そこではサポートする側とされる側とが人間関係を持つということが前提条件であり，従って「人

間関係性」習得が課題となる。

　第二の視点の「自己表出性」とは，具体的には「児童・生徒が感じたこと，思ったこと，考えた

ことを自由に表現できるということ」38）である。プロコップは「自己表出性」を強化する意図を持

つ「介入」との関連から，危機が個体の人格形成に役立つ手段となり得る理由の一つを次のように

挙げている。「介入」によって，危機状況にある者は自分の問題を「ことば」にあらわすことを学
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び，「ことば」と行動双方を使って問題に取り組むことを学ぶ。このことが危機状況にある対象者

に，　「ことば」を使って問題を解決するやり方を試みる機会にし，その解決法を実際に問題状況に

適用するのに先立たせて，他の人との話し合いのなかで試みることができるようにさせる39）。この

ことからも「介入」の際に「自己表出性」の習得課題を位置づけることは，危機状況にある児童・

生徒の問題解決の援助にとって重要な視点となる。

　第三に，　「個人は集団の中で，集団活動を通して，人と人との交わりを通して，成長発達してい

く」40）と言われるように，個体の人格形成上集団への参加は不可欠である。とりわけ学童期におい

ては依田が「学校・学級という集団生活が人格形成に大きな役割をもってくるようになる」41）と指

摘するように，児童・生徒にとって「集団参加性」の習得は，将来，社会生活を営んでいく上で必

要な課題となる。

　第四には，　「外部からの刺激によってひきおこされたものでなく，それ自身の力によって生ずる

性質」42）としての「自発性」習得の視点である。梶田43）は青年期における人格形成上の課題として

の主体的統合機能の確立・強化の過程を挙げ，これを「両親や周囲等によって与えられてきた世界

に埋没し依存していた状態から脱して自立をはかり，一個の人間として社会に主体的に参加してい

く過程」としている。　「自発性」はこの「主体的な参加」と通底する概念と言え，一人の人間とし

て「生きる」際の不可欠な課題となる。

　第五は，筆者らがすでに指摘したように，自分の利益を離れ，自分以外の人々の利益や幸福自体

を思量する積極的な行動である愛他的行動と，愛他的行動を生む基になる心情である愛他心とを総

じていう「愛他性」44）習得の視点である。愛他心を目覚めさせるのは，ある状況が愛他的行動を必

要とするかどうかを的確に把握する認知の自我機能と，他人の経験している感情を認知し自分の経

験としてその感情を体験する共感の自我機能であり，この認知と共感の自我機能を得ることは，吉田

の言う「人問が共同で生活してゆく際の種々の場面において他者の思いや立場を受け止め，理解し

て行動出来る「知識』をもっこと」45｝であり，人間にとっての成長課題である社会化に通締する。

従って人格形成上の課題である「社会化の過程」46｝に「愛他性」の習得課題は不可欠の要件となる。

皿一2　「介入」方略の効果と問題点

　本研究においては，平成5年度勝田市教育研究所「適応指導教室」　（通称「いちょう広場」以下

「広場」と略記）における「介入」方略の効果と問題点を，それぞれ自我機能の5視点と（表1参

照），ハウスマンとライオックが提唱した「介入」活動が効果を挙げるための5つの概念（表2参

照）から整理した。

　表1，表2ともに各事例への「介入」方略は，それぞれの事例に対応する特徴的な事項を記載し

た。経過に関しては，各事例の特に重要な行動変容を記入した。

　表1の評定者評定欄では，平成5年度4月より平成6年度4月における「広場」児童・生徒の変

容過程の総括的な評定結果を示し，表2同欄においては，「広場」児童・生徒への「介入」方略に

ついての担当者自身による評定結果を示した。各評定は「いちょう広場1担当者3名が行った5段

階評定〔一，手，±，十，十十〕に依っている。

　表2の「連係」欄には学級担任との電話＝連絡や，　「広場」担当者の学校訪問以外の「介入」方略

を記載した。
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表1

　　　　　　　茨城大学教育実践研究13（1994）

自我機能の視点からみる「介入」方略の効果と問題点

　　　一

@
　
璽
項
視
紙

﨟@　入　」方　　略 門門　　　　　　過
卜定巻

]定 緯封　　　題　　　点

A 平均遼1廣症学齢に電話をする。 返郵のみの応答から，会話が成立するようになる。 T T
β パソコンのゲームに誘い，　一緒1こやる。 他生徒とゲームの話をし，皆で何かやりたいと苫う。 土

C i二丁を行い，今のメ構ちを｛乎ねる。． 一方的な話から，梱手の議を醐いて話す。 止 十． ．口

D オセロや将棋などのゲームに誘い，一二にやる。 会諸が成立し，二分から二二に謡しかけて活動に誘う。 ．通1“ 卜 よ

E
檀優的に話しかける。　　　噸

濡動に盤艇1し，唐門から礎囲に話しかける。 よ よ

F 平均週1度臼宅に蹴話をするじ 通撰し．返嬢のみの応蕎から会話が成立する。 1

。欝毒響磐麟騰錨離あ
譌�羽ﾔ騒綴堤は話や活動力ζ出来ない場合力｛生じた。

n嵩灘驚舅蚕纏難
P欝灘灘講ていた。1醗灘譲響難鑑

人
1
期
1
．
期
イ
系
’
区
」
三

G 体を動かす活動に誘い，一．．一二にやるり 孟i工語から文で話し，縄間を二極的に誘って括動ずる。 li 1 1

l
l

平均2潤閥に1度自宅に二二をづ陶る。 通所し，友人や進路の話をする。 下 T ㎜

韮 アニメの話題で声をかけ，話をする。 相手の顔を見て応管し，二分から二階の会話に入る。 峰｝．．

∫ 手芸に誘い，…一こ口やりながら話しかける． 周幽と丁丁的に話し，瞬じクラスの反人とも避ぷ。 一n． 目．
ま
＝

K イラストの話題で声をかけ，話をする。 郷答までの時岡が短く閉り，会話が成立する。 ＝F 遷一 甲

1
． 音楽や車の話題で声をかけ置話をする。 短い会話が長くなり，柑手の話をきいて応答する。 十 ¥卜

M イラストの話題で声をかけ，謡をする。 短い会話が長くなb，馬捌と横極i的に話す。 p十．

ｲ 士

A 平均遡1度幽間に電話をし，アニメに画して尋ねる。 アニメの話だけでなく現在の自分の気持ちを話す。 T 一
窯

B B％の機案ずるゲームを闇闇的に取り．入れて一緒にやる。 声が大きくなり策醸が増える。自分の気鋳ちを謡す。 ゑ i

C 胴囲に人がいる場で近況を轡ね，話をする。 大笑いしたり怒っんり泣いたりし，歌や踊りを見せるg ほ ｝

D C男の提案するゲームを四極的に取り入れ，・・一緒にやる。 声が大きくなり笑顔が増える。自分の意見を漁う。 十 逃

E 一緒に活動をしながら闇闇痢身に関する話題を轡‡aる。 一山が増え，窃分から考えや副いを言廼にする。 曇 ま 十

F 平均趨畳度自宅に凹凹をし，旧説を層ねる。 凹凹のみの応答から外眠した癖等肖う｝の近配を議す。 ．卜 下 T

臼
己
表
直
i
二
～
寸
藁

（
； 活動に誘って…鰭にやり広場不間四時は臼宅に塩話する。 気持ちや思いを環記に畏き山田で痘分の考えを話す。 i T ．1
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l
I

三1三均2遮醐に；展醗宅に1縫話をし，近況を聯ねる。 返事のみの応問から，卒業式の娼席や進路に醐する考えを話す． 下 γ

i でラストをかいてくれるよう依頼し、広場に簸る。 表鰐旧聞が幽，闇闇の申出を凹凸にする。 雪一ナ．一 士 土

」 活動を一緒にしながら開閉を轡ねる。 声が大きくなり大笑いすることが増え，自分の悩みなどを話す。 ．日 ．1 士

K K子の好きなイラストかきを一緒にやりながら話をするu 笑顔が増え，友人や親との田来禦等の話をする． 下 i T
【
’ 開脚を行い，L闇闇身に関することを尋ねる。 幽いや考えを話し，G男やL男には感柄を表出する。 十．オ． ．卜

M イラストをかいてくれるよう依頼し，広場に簸る。 四分の患いや考えを噛し大笑いしたり怒ったりする。 ．÷

科
量・

A 平均週1度自宅に霜話をする。 一・lで家にいるのは，つまらないと言う。登校。 T 一

B パソコン室から広場に誘いB男の提案するゲームを取り入れる。 みんなで何かやりたいと書う。 1・

．
1 へ

C 学監でのゲームに誘い，一畳にやる。 やつ仁ζり友違か破と露う9登校継続9 よ ±

1
） 広場不凹凹凹凹は凹凹をし広場では集剛での活劇に捜趣陽画こ誘う。 友田に会っても瞳れないで話すようになったとこう。離分闇闇。 ．卜1・． 十 止

輔慰毒継手灘鞭た。探鞍懸鰹灘議

D羅騨無量欝騰かった。

聡 学田でのゲ．一ムに擁極的に誘う。 遡分から瑚囲に声をかけて話す。登校継続。 唾一．’ 十 ⊥

※集

ﾝ寸」

Q
力
闘
’
佐
セ

F 単均魁1覆良竃に電誘をする． 「いちょう嵐場達へ蟄加し，腿認と一一図幅活動する。 上 T 　

G 活動の凹凹を依繧する、， みんなでできる活間を闇闇し．開顕に声をかけて行う。部分継続。 ．至一ξ ： 止

i
I

平均2週聞に1度自宅に間話をするq 酬究所に学校の友人を達れて顔を出す。登校。 革 T 干

巨 集団でのゲ．ムに擁優的に誘う。 みんなのいる方へ嵜ってきて…綿ご活動する。登校継嗣。 rf i 玄

」 災囲での活動に闇闇的に誘う。 霞分から輝囲と話す・学級の友人と遡｛・登灘識。 U罰．歪國． 十 土

K イラストをかいてくれるよう依頼する。 C子と一緒に孟舌麺する。部分闇闇。 甲 十 下

L 活動の企画を闇闇する． 劇団での活動を企固し．田鰻と一緒に行う。登校穫続。 1 ．モ．．曇一

M 活動の企函を俵頼する。 活動の企画の隙には中心になる。薮校輪読。 …量一甚一 卜 卜

A 平均週王反自宅に庵闇闇，近国を馨ねる。 自分から制帽式には撮ると闘う。 T T T
B ゲ　ムや作業を一緒にやり，凹凹的に話かける。 「ねえねえ，～やろうよ」と虜ク｝から周鑛をテ出動に誘う。 ｝ 上 ま

C C子の提案する活動を檀幽幽に取り入れる。 「今日は～をやろうと愚う」と自分の行動を決める。 ナト 撃戟D

D 1）男と一緒に活動の企魎を行う。 趨分から企画して活動することが増える。 1・1 土

。懲醜鯛餓鯉踊躍

蜊u1鱗灘磯
許|鮪1鼻黙劇繊細がかわりが多くなった。

p筆灘遭難鞭魏を見落としていた。

£ 一緒に活動し，他の児戯・磁徒と8勇の共通のお題で謡をする。 丁丁から周囲に声をかけて謡をする。 P1．‘ 肇 上

F 準凹凹U良自宅に電話をし，広場の行事ザ櫨を伝える。 購闇闇瀬撰を始め，門外猛蜘漁は買い物に行き，昌昌をする。 下 T
闇
発
’
1
生

G 活動の刷了を依頼する。 臼分から色々な活動を企画し，家癩教師を凹みたいと囲うu ．n． 上 ま

H 平均2巡1蹴こ三縦自宅に確話をし，近況を轡ねる。 欝分でバイトを擁しノこり，進路に閉する憾縄級漿を行う。 卜｝一． 甲 ±

1 イラストをかいてくれるよう依頼する。 二分からイラストなどを捲ってきて周覧に見せ，話をする。 肇 T 丈

」 一緒に活動し，他の児澱・佐莚と」子の共通の話題で諾をする。 悩みの闇闇にのったり良分で作った菓子や手芸品を持ってくる。 ．i．1 ．｝

K C子を含めた衆醐での活勤に誘う。 自分からC子にf遊びに行ってもいい？」と轡ねるq T 卜
ま
．

L Gり｝やし男と一緒に活動を企画するよう依頼する。 「～やらない？」と活動を提案する。 雲
1 士十

．卜

M イラストをかくことや活動の企画を依頼する。 企函の中心になり，イラストの他聞雷ノートを持幽して見せる。 一門一 卜 1

A il殉週H鰹；宅に丁丁をする。 一人てぷにいるのは，つまらないと雪う。 T 丁 ｝

B D男と一精のテ舌動に誘うu
1國

a滋来てないの？」と言う。 圭 ⊥ ±

C 尉の話をしている時に話かけてくる場合，違う話だと欝う。 尊爵の話をきいて，会謡をする。 匿 ｝
よ

D 協が仕蟻の時に一人でゲ　ムやってると嫌われちゃうよと酬う。 一・lでパソコンゲームをしなくなり，禁物と一緒に播動ずる。 畳 下

灘欝舞舞難欝の瞭のモデルとなり褐なかった。懲懲　鱗灘

罵 搬面での活動に究極的に誘って一．．・緒にやり声をかけて話をする。 学校の友人と避ぷ。 滑． T
i
．

愛
で
也
’
駐
三

F ∫鮮均週1度自宅に鎚一二をする。 「いちょう広場」へ餐煉する。 γ ＝t

G 活動の企画を門門する。 L男や幽幽と，みんなでできる活動を企画し，周囲を誘う。 1員‘ ⊥ ・卜

歪
・
蓋

平均2巡悶に1度自宅に門門をする。 友人と遊ぶようになった話をする。 T 止

1 集団での活動に積極的に誘って一緒にやり声をかけて話をする。 縄囲との会誌では聞き返したり，自分の思いを喪現する。 ± 下 よ

｝ 他の盤徒の悩みに対する愈見を尋ねる。 他の生縫の悩みをきいて，　「こうしたら？」とアドバイスする。 十｝一 十 十

K C子を含めた集翻での活動に誘う。 C子と一緒に蠕動し，C子の勉強をみたりする。 甲 ・÷ ±

1
4

他の生徒の悩みに対するL男の意見を尋ねる。 他の虹徒の悩みに「～なんじ◎ないの？」とアドバイスする。 卜 ・卜 ・壷

M 他の並縫との話に被颪的に誘う。 仙の生徒にrこうした方がいいと恩うけどな1とアドバイスする。 “判L』． ÷ ⊥

※麟製鍵1箋纈垢華顯養欝薯磐」・「部購嵐，赫肇鹸論語警も鱒昧は日劇鷺吉鑛胎る。
登校縫続：全日課登校を継続するu
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小沼ほか：学校不適応児童・生徒に対する対応方略 思

表2 「危機介入」理論からみる「介入」方略の効果と問題点

撚澱 @　　　　「　　介　　　．入　　　」　方　　　略
癌黛　　　　　　　　　　i簡

評建誉

]愛 障．野鵬承気

A 平均遇1扁舟宅に圃話をし，A窮の㌶むアニメやテレビ番描の納をする。 口話で本州のみの応笛から，会話が成立する。 T

B B男の好むパソコンゲ…ムを1麟二二にやりにおいで」と諺い．．・鰭にゲ　ムをやる． 断口的電瀬堺を開始し継饒的な遡所を航け、再び逃所しなくなる． T 丁

C 面農を行い，三四の気持ちを尋ねる9
巌濁して遜干し，巾学校での友人や教晦との鵬渠纈を詣す。 l

l
口 ｛

D 通所のない頃は保澱沓にのみ保証二会の衆庶をし麺所開融はゲムに誘い…緒にやる・ 継塾した通所を醜給t、，馳髪の話や1矯の様弛ど鶴評す。 T 告

鷺 ゲームに講い，一緒にやりながら二極的に言舌しかける・ 継潤して適所し，E男の方から撮肇者や縄瞬に誘t．．かける。 P ±
噸
．

F 平均週1度三宅に二二をし，F鳩が三味を鮨りている話題で話したり．近況を尋ねる。 躍話口では返寧のみの塔答から外lllした等の話をし．遜所を朋醍…する。 土 へ

鱒∫

hy摯

瘰ｶ

G 通所しない［ヨは蹴話連絡や瞳縫二二をずる．通∫新時はG男の曇ヂむ体を助か寸活動を一溜にやる。 断統的な麺所より織纏した伊興円数力｛贋え，鷹話．で鮒の鮒寺ちや慰いを話事．．・ T 十 旨

i
l

韓｝2週筒に1乱闘に麟をし、近況を馴λ現在購を椅・ていることを勲る。 近況には遮事理慶の応答をし，奥壕あることに関しては忍路の話をする。 T 下

匡 1男の好むイうストの誌趣で話しかけ，イうストをかいてきではしいと依頼すろ． 纏雛して轟平し，笛を徴かに動かす程度から舞薙による応答をする。 τ 慮 葭

｝ 四極的に謡しかけて」子の三二のあることを轡ね，好きだと欝う．1銭を一締にやるゆ 継徴して通所し．駆除のみの扇骨からJ子から撮盛指や自白に謡しかける。 ll
』
．

x 遡所幽い鳥篭鞭絡で近況を尋ね｛会いたい凝と話し鰍湖1鋸う対を皿籍にかく。 鷹謙」には必ずlllてレ糠隈的に瀬駈をし金謡で1鴻籔までび｝鱒鋤臨くなる・ 二t F 丁

L 劒出しない乱闘灘絡し通二二は瑚のよく知・ている醗蝉の謡漁で潤をかけ繕をする・ 罐嘉して適所し，聡い会話が長くなる。
砲 ll

閉 幽しない剛品々二二紡し適二時は醐の好むイうス1・の話麟’で騨か蟷しをする。 極糠的な通所から継漉した通所が堪え．会謡が長く蕉り賜囲と稜極的に謡す。
，
二 日 i

A 凹凹週1度9「莚に織謡をし．近況を尋隔る・ 林日には外出で筋が暇il煙き鰯偽旧格が楽しみ，と話す・ T

B 出校に側して艮3男が「いい．［と需うのはどんな気時ち舷のかを尋ねる．
一度転麗して薦網野の学校に拠った謡や．．・1建会った人に会うのは嫌だ，と話す。 了 聾

C 極度を行い友人や教師との開係に岡して「こうしたら？1とい・・たように辮承的に話をする。 友遷や日生を「ひどい」とばかり鷺わなくなり∫鰭が変わ，た」と書う。 ｝ 畳 ll

D． 撮撚贈鰍吻蛮訴で，D讐のわ嫡瞭唄瓶の生活状況について輝ねる。 鮒から健脚での様子や，現在畷搬に碕する明いや考えを隣す・ 筆 告

E 金紙のゆで，どのようぼ峰趨でrいちょう二二．1に来ることにだったかを聯ねろ。 塩汁からφ学校の齢に達駅っ鮒1僚邸を話し現在の鮒鮎を目す。 ｝ 士 菅

F 聞所闘四幅，山外活鋤の籐二二硬りながら学校にぞテかなく鮎た纒邊を綱」る・ 「だってよ，みんな俺のこと馬廃にすんだもん」と謡ず。 丁 γ撒
雄
．
蝕
三

G 闇闇種脳1二軸で現戴尋ね適所鉱？．…入1こな獅はr蜘粘るな」雄一・て話しかける・ 麟強や遜二等段偲のなさを撰したり，現在題うことや考えていることを舐す。 士 士

｝
1 輪2遍間樹職峯竃に二二し二二…や卒獄への1購についてび）聖明を蹴る・ 返瞬のみの応箒から，自分の給いや考えを証す， γ T

1 これまでの1劉のまわりの出来厨をきかせ．てよ，と謡しかげる。 還去の出果餌について人に脅つたことのない現在の窃分の気時ちを話す。 ■ ．卜

」 欝泊学饗や所外活動の醸に」子の反人や家族との出寒川を尋ねる。 友人や製や毛脚に対する不講や現在の悩みを話し蛤め．次郊に笑いとばす。 H

K 赫凄を行い，どのような縫過で亨．いちょう二二1に来ることになったかを尋ねろ。 旧人との1獣頭やそれに対する自分の期待ちや闘い．味えを誌’弘 T 士 下

近
『 猛食時に学校や友人穂係の話題でグルー・ブによる謡し合いを罐める・ 自分の気持ちや理い，叛を述べ華調は自分の鮒罪なんじゃないの？・と話す・

ト1 岡山幽い，馴鋼燃嚥帰憾についての透涜と現在の鮒赫｛偲い．考えを尋ねる。 友入や担任との麗係に闇する窪田の態じていることや憩い．考えを謡す。 ■ ｝

A 臼田こ蹴話をし．箪策式への鵡嬬についての考えを尋ねる。 rそうねえ　　．．．出ようと慰ってる。　」　と盟…す。 T 竿

B H努の闇闇する活動を積衝的に取り入れる。 B勢から担罰者や周囲に声をかけて話しをする価 T 下 ・卜

C 友人や出師との閲孫についてC子と温し合う。 自分で「いちょう猷場」峰学生となることを決め，継纏して学校を飴める。 「「 ↑ 曜1

【
） iいちょう広場」終わってから避びに行ったら？と声をかける。 臼分からぎいちょう広場．謬の友人に声をかけ．避びに行く， T 卜 し｝

E 黙分登校に協力すると話し．東で学検の駐車蠣まで一緒に行く。 ｡擢一繕に行こうかな」と欝い一人で槽倉に入り駈学年からは鷺梗を開靖する， H 畳

欝
力
日

F 平均避1縫禽’．荘に窟話をする。 ｢ちょう広場」へ婁加す巻。 下 τ

　笛環鮒それぞ
黷ｪ自分臣身の
竭寳ｫを概観で
ｫるよう掴「介
?」がで毒ず従
ﾁて駕轡鰐が檀
ｳ脇に問題解決
ﾉ搬侵する「介
?１を献し褥配
ｩった。

@欝当朝窃身が
ｳ響騨の遺題性
�ﾝる授嵐を侍
ｿ協ず．織って
ﾏ極的なr介
?」による，購
竄ﾌ爬腿1解決参
獅Pに鰭びっけら

黷ﾈかった。

G 広塒不山田時には帰山連絡を入れたり，慰庭訪問して会「て謡を．多田る。 現在の考えや患いを轟し，今後について尋ねたりす’る。 n 目

H ∫鴨2開山こ瞳鮮銘に聡騒をし．鷹路に聞する撫αとの逮絡などに耳，いて話しをする。 屡雌霞の寳き万や催眠との邊絡の必要を尋ねてくる。 窯 一 T
崖 進路等に晒して嗣っていることはないかどうかを轡ねる。 娯任との遭路に閉する遷しをし，現在達一・ていることを平す。 止 口

」 開脚の少ない時に「どうしたの？」と声をかける。 rl分から友人や坦任マ’猿綾との闇係を話し，血路に蘭する落盤を擁・・てくる。 日 卜 i

K 駐；埆不鍵船が饒く時には躍茜連絡をし、近況を愚ねる。 撹妊と家庭で轍強している器やイラストをかいて過ごしている話をする。 τ 十 土

L 緬臨の藪い時にr舷近，どう？」と声をかける。 身の回りの出楽贋と，それに関する臼分の感じたことや縁いを密分から話す。 土 月． μ

騒 瀬田唱酬が臨くなりたり邦が小さい時には「充然ないけど，どうしたの？．｝と声をかける曾 翌校や触強に凝して目白から留口毒に尋ねてくることが増える。 け 十．

A 凹凹宋橿被事務斎に閑話をしA鴇への対塔を日野して日報交褻を背う。 メンタルフレンドを本人が承繕し，　かかわる。 丁 一 …

B D男とのゲームに誘い2人共通の二二で話しかけ，三下事務茨に浩動の様子を鷹話連絡する。 D男が午前中で偲るB勢をひ毒とめ．在所時間が延びる。 下

C K子の賦謡霧．母塗敏え，2人が一二に活動できる時閥を設建する。 K子と蟹い物に行ったり一緒に触強をしたり，アイドルの譲をす．る。 土 十．

D お鍔と共趣の護題で2人に話しかけ，三校のC子やG男の畏校の際，．一．緒に行こうかと誘う。 周翻に禎極的に舜をかけるようになり，C子と一緒に鰯分登校を開始する。 h ．卜

E 岡田珊のD男やC子と一鰭の二二に温い三校の」子や騒男の畳校の蕨，一緒に行こうかと誘う。 女子だけでなく男子にも話しかけ，新学年では同較の友人と遭ぷ． ■ 鳶 ■

F 四隅時母親と3人で蜜の謡題で麟し，麺二時はD羽と共通のファミコンの騒題で誘しかける。 臼軽琿で適所を醗甚し，油阪への誘いを漸らない嶋薦軽薄る。 T … 丁

　追認の対鰹の
wどを「広場」
ﾌ無漏・生徒の
ﾍ囲にとどめ。
w殿や画掌年の
F人との遮侮を
wどなし縄ない
ｱととなった。

@翌夜との論議
�p・分に行い簿

ｸ，担妊と贋鋼
ﾆの連係を薫る
u介入」をなし
�ﾈかった。

@腺鍍者との漣
高�¥分に背い
Vず傑腰者と癖
閧ﾆの遮賑を國
驕u介入三をな
ｵ惜なかった。

巡
係

G L聡や四郷と一．編に，グループの中心になって企画や婁行をするよう依頼する。 L男や躍男と一・緒に譜麟の申心になり特にL努とは思いや考えを謡合う。 卜

H 平均2選醗ヒま二幅度自宅に織工をし．二巴と遼絡を縦っているかどうかを尋ねろ。 バイトを興したり，磁路の週報収錐を友人と一一鰭に行う。 T ｝ 筆

i 凹凹年のL男や闘男と共通の話題で話しかけ，…鰭の活」動に爪甲的に誘う。 級友と時々避び籔友の集まりに墨黙し，選学先で友人ができたと謡す。 ．卜 T
」 同学年のL4｝や醐男と一緒に局じ二二で謡しかけるg 椴寂と懸拝し集り休召遭んだりし，進学先ではr何でも鯖す」友人ができる。 嘩． ±

K C子と共趣こ忌むアイドルの謡二等で器しかけ．C子と一緒の活蜘こ総う。 C苧と・．一緒に買い物に行き，目劾からr遡びに行r｝てもいい？1と誓う◎ 士 丁

L G雛やM男と一緒に，グル…ブの弓」心になって企蘭や輿行をするよう依瓢する。 広塒以外でもG男との交機が増え，お互いの考えや懇いを鰭し意う。 μ 臼 土

愁 L男やG勇と一麟に，グループの中心になって日面や婁行をするよう依頼する． 摺鋤では檀極的に役割を撮い，広塒催了後事忙し遊学先での友人の鰭をする。 日 十 i

A 題蹟でアエメの話贈など「こんなに二二知ってる瑠，地の人にも汗して獄しい雌，と声をかける。 一人で駅にいるのけ，つまらないと弩う。 T 十 土

B 二四的な通所の鋳「B君崇ないとつまんないよ」と濁す。 断纏的な遡所を開始し継蕊的な財田を解け，褥び通所しなくなる． 下 ±

C 「掌侠の三唱を大乱にしたら？ゴと猛す。 「i． 月

　覇鯛に麗する
E頼不足とそこ
ｩらの「介入」
J題検対の露顕
ｩら「朋待」が一時的な磁憎に

謔驍烽ﾌである
ｱとが藩くなり
ｪちであった．

D D男が闇闇に檀橋的に躍をかけていることをr頼もしい」と諾す． f友遼に会っても隠れないで嚇すようになった」と唱う。 【1 十 ｝

E 「こん赦に函窃い塵．学校の二二にもしたら？」と謡す。 孚校の友人と叢ぷ。 c l
l

F 平均選敷贋織聞し本をよく醗むF男に「よく工んでるんだね」と語し広埆でも本のことを尋ねる。 rいちょう広町」へ壁隣する。 ± 止 士

期
待

G 「G君は夢現力があるね」　とε／二二に轡いたり，籍したりする。 日詑の文激盈が増え，会解が長くなり麹分の考えや憩いを謡すことが増える。 十 月 壱・

H 平均2遍間に民度暮｛竃に灘騒をし，H男の希蝦の遮露に閲する婿闘記屡や本の話嗣で話をすろ鰍 友人と遜所して溝蕗や翌校に署する理いを鱈し卒嬢後躍癬で薦路決嬢を謡す。 ± ■

1 遜単先は見李に行けると転え，遣路にづいて損経と翠めに遵絡をとった方が色々と動けると嚇す。 握優に戦国先を自分の昌で見てみたいと凹し内学後ほぼ継嗣した受校を描ける。 十 十

」 rJ子敵らちゃんと友遜ができるんじφないかな．」と目す。 農分に自偬が搏てるようになったと鴬い緩友と遭び遷掌先で友人ができる。 μ 目 十

K 「K華うて色々な芸を楠うてておもしろいね三と騒す． 卒黙後遣奪先には行かず．摩にいる． ま l
l

土

し 「L沼，よくやってると懇うよ」と謡す。 どうせ巌砥の膨しかやっていないと醤わなくなり遊学先で豊校を鍵醗． lr 日 十

M r騒溜がしウかりグループを引っ張ってくれてるよ」と謡す巴 修了後通所し，遮学先で寧球などを串先してやうている踏をする。 士 口．・ 十
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茨城大学教育実践研究13（1994）

】V　「i適応指導教室」における「学校不適応」児童・生徒に対する「介入」課題

】V－1　実践的「介入」課題の視座

　本研究においては，次の視座に基づいて実践的「介入」課題を設定する。

！．児童・生徒に対する課題

　a）自我機能の再編・強化への集団心理臨床的な実践計画の策定

　筆者らは，青年期における集団による活動の重要性を指摘してきた47）。このことについて筆者ら

と同様，A．」，リモッカーらはその著書の中で構成的グループワークについて，「活動が物事への

新しい，より適切な対応方法や，自分自身あるいは状況への自分の反応を知ること，あるいは他の

人々について知ることなどの学習経験を提供する」481と主張している。従って新しい対処様式のレ

パートリーを獲得させることを目的とする「介入」では，構成的グループワークの視点を持つゲー

ムの設定は重要である。

　b）集団宿泊学習等による人間関係深化の試み

　集団への参加が青年期の児童・生徒にとって重要な課題となることは前述したが，特に集団宿泊

訓練などは作業や生活を共有することから，「人間関係性」，「集団参加性」の強化には絶好の機会

となる。

　c）個別面接の設定

　集団における「自己表出性」の弱い児童・生徒に対する「接近性」の課題は，集団でのゲームや

スポーツ，制作，作業などの活動の中だけではなし得ない。従って，自分の問題を「ことば」に表し，

「ことば」を使用する水準においても援助者と問題解決を図ることが可能となるようにするために，

「自己表出性」の強化を図る「介入」課題として個別面接を設定する。

2．保護者に対する課題

　a）事例に対する理解

　　児童・生徒が家で過ごす時間は相当に長いため，保護者と事例との「連係」や保護者自身が事

例に対して積極的な側面をみる「期待」を意図することは，適切なF介入」には必要課題である。

さらには保護者に対して，わが子だけではない，他の同じ「不登校」の児童・生徒に対する理解を図

るための「介入」として，保護者会の設定や来談への勧誘が必要となる。

　b）保護者同士の「人間関係性」拡張の試み

　「不登校」児童・生徒を持つ保護者は，孤立していると感じていることが多い。保護者会は同じ

悩みを持つ者同士の関係を利用した人間関係の拡張の機会となり得る。孤立しているという思いを

軽減させ，保護者自身の安定が図れれば，　「不登校」児童・生徒に対する援助者の一人として，保

護者をケア・システムにのせる「介入」をなし得るであろう。

3．担当者研修における課題

　a）各事例に関する情報の収集

　　「介入」課題の設定には，まず事例に関する情報の収集が前提となる。昼食時や活動時等，担当

者には各児童・生徒に関する情報収集の機会が多面的にある。各事例の「生きる」状況に関する情

報の把握が，　「接近性」の視点に基づく「介入」課題の検討には不可欠である。
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　b）事例検討会の設定

　筆者らは，個体と環境との関係には相互関係があるという視点を強調してきた49）が，ここで事例

にかかわる担当者自身の対応に関する点検は欠かせない。スーパーバイザーと研究所所員，学級担

任あるいは学年主任か生徒指導主事，関係諸機関職員による事例検討会を各月2回設定する。

　c）研修会の設定

　事例検討会の設定と同様，担当者自身の具体的場面における対応の点検や，継続した具体的「介

入」課題の検討には研修会の設定が不可欠の要件となる。

4．学校諸機関との連携課題

　a）学校との連携

　吉田が「彼ら不登校生たちが学校という場で傷つき悩んだ以上，そのこころを癒す場は学校が最

適であるのはいうまでもなく，そういった意味でも，学校現場の協力は絶対に必要となる」50）と指

摘しているように，学校関係者との「連係」を意図することは不可欠である。具体的な方略として

は週1度，各事例の「広場」への参加状況，「広場」における様子や家庭生活状況の変化などにつ

いて学級担任や学年主任，生徒指導主事等と電話連絡し，互いに情報交換を行う。さらに月1度，

各学校へ「広場」通所児童・生徒の活動状況の報告に訪問し，直接担任や学年主任と会って学校教

育場面における具体的対応についての話合いを行う。

　b）関係諸機関との連携

　主として電話を用いて福祉事務所や児童相談所，医療機関などの関係諸機関と連絡し，各事例の

生活状況等の情報収集を行い，　「介入」方略の実効性に関して点検する。

5．事例対応の課題

　a）所内会議の設定

　筆者らは，「学校不適応」児童・生徒への対応の前提として，学校において教師自身が教師集団

に支えられ，組織として動いているという安心感を持つことの必要性を主張してきた51）。

　「広場」においても，その所属する研究所所員による会議を設定することによって，対象事例に

関する情報交換を行い，所員相互間の連携を図り，個々の事例に即応した日常生活上の具体的「介

入」課題に関する検討を行う。

　b）修了生へのafter　care

　「広場」においては，中学校を卒業したり再登校するようになった児童・生徒に対し「修了式」

を行い，以後この児童・生徒を「修了生」と称している。電話等による「修了生」の近況の把握を

図ることや，所員が「修了生」同士の一時的な仲立ちとなることによるafter　careが，個々の事例に

対する援助的人間関係を創造する「介入1課題となる。

】V－2　教育臨床心理学的対応としての「介入」の実践計画

　表3に，　「広場」における「不登校」児童・生徒への「介入」方略計画表を示す。表中「トライ

「所外，宿泊』」及び「学校連携」，　「保護者連携」，　「担当者研修」，　「検討会」の各欄におけ

る「介入」は，縦軸の各月に対応し，　「キャッチ」，　「チャレンジ」及び「トライ『作業，制作，

企画』」欄における各「介入」は，縦軸の各月には対応していない。
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表3　勝田市教育研究所「適応指導教室」における教育臨床心理学的対応としての「介入」の実践計画

璽頁 臼 我 機 能 ．一 ｹ；　　ヤ ッ　　　ヲニ．一 一ト ラ 一イ…一…

月 視 点 ゲ…ム スポ・一ツ 1その他 作　　業 制　　作 企　　画

4 ・パソコンゲーム 　　　亀Eプリスヒ：～ 買い物 （＝賄掃 αム場飾りつけ O調理実習企懸

・オセロ

・本将棋

・ジェンガ ・キセが膨ル C稠理
・ダ…ソ c）整理整順

・望沼並べ 談話 O市内
・はさみ将棋 ・車球 O飯盈炊飯 オリエンテー

・ジャンケンゲーム リング企画

人 ・あっちむいてホイ O菜園作り

5 ・回り将棋 ・中当て C）マップ鯖作

・しりとり 茶話会 ・除草作業

・人形倒し ○所外活動企画

・山くずし ・キックパス ・石拾い Oイラスト制作
・百人一壷

・UNO ・土入れ

臼 集 ・25 ・バトミン 面接 C嚇b蜘」二

6 ・連想ゲーム トン ・｝翻巴まき ○壁飾り作業

間 ・イメージゲーム 企醐

・ドビンチョビン ・畝作り ○竹細工

ハゲチョビン ・ピンポン

・頭文字ゲ…ム 甥球 廓己 ・苗植え

・3文字ゲーーム Oペイン
・うすのろまぬけ ・種まき ティング

7 己 団 ・英語ゲ…ム ・バレー

・トランプ ボール ・水まき OTシャツ作り
・人生ゲーム 野外昼

関 ・宝さがし 食， ・櫨え替え

・ハンカチまわし ・野球 O硝子
・囲隠しデート リサイクル

・ことってリレー

8 自 ・1私はどんな人 ・バスケット o野菜収穫
あなたは？」 ボール

・r繍青を描こう」

表 参 愛 ・ジェスチャー

ゲーーム ・大縄跳び （⊃薪木集め

9 係 ・「音楽を描こう」

・毛ぬき歌合戦

・タオルおくり ・インディ

発 ・背文字おくり アカ

・ミニオリンピック

・二人羽織

・音あてゲーム

1G 出 加 他 ・宝物とりゲ…ム

・難所越えゲーム

・ピンポン玉リレー

性 ・iコーソク消し

ll ・壌隠しジョギング

性 ・「私の自画像って

こんな人なの？」

・サイコロ

12 トーキング

性 性 ・1私わかり

1
　
　
　
2

性 ますか」

3

※　表中○印は活動名を示し， ・印は活動の興体的内容を示す（、
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一ト

所　　外
ラ

○市内農家見学

O所外学習ド見
・バス，電鳶i弼i唯用

○日立
。シピックセンター・零si学館イ本壕灸

・神島公園散策

・動物園見学

・バス，電斬り用

○常陸海浜公園

・サイクリング

・野外昼食

O耕珂湊潮干狩り
・潮干狩り

・電勘考

○大洗釣り体験
・釣り

・潮干狩り

・バス，電車利用

O市内パン工房
・パン終り

O水泳教窪
・海水浴

・野夘昼食

○修了’式

σ芸術鑑賞

・電解バス利用

C修了生交流会
・べ一ベキnt．一

（）～－τ二し、一つ些3こし、濁

・計酬」

（⊃フ門戸歴史ハイク

・ハイキ・ング

・千波アスレチック

・電車，バス利用

（響こう大会

・野外昼食

0そば打ち

○芋二会
r’ �xり
・芋煮

○修了式

○もちつき

○スケート体験

O干し野作り

○鰍上げ大会

○お別れ会

O修了式

宿　　泊
イ

○笠間宿泊学習

・宿泊

・手ひねり体験

・野外炊事

・登山

・バス，騨弓周
・その他計画中

○宿泊学翌

・計画中

　　一チ　　ヤ
学習　　テスト

（）広場で

　の教科

　学習

・ビデオ

轍
・作文

校
リ
ト

自
プ
ン

・自校

テスト

勉強

O儘塞で
　の教科

　学習

・霞校

プリ

ント

・自校

ゲスト

勉強

○自校

学力診断

テスト

実施

レンジー・一一
計　画　　　　登　　校

（滋括

目標設定

○部分登校

。自校職員室

　登校

・自校保健室

登校

・自校教室

登校

学校
　連携

活動状況

報告

（以下

報告）

電話連絡

（以下

電話）

畿

鱗

蕊

畿

篠

雛

畿

畿

畿

鱗

欝

雛

保護者

　連携

保護者会

（以ド

喰」）

電話連絡
（以ド

電話）

「会j

電話

鵡

「会1

電話

　藷

藷

議

蒲

藷

蕊

コ陰
繍

ヨ藷

会「

舌騒

撫当鴇’

　研修

「適応

指導
教室一1

研修会

（以下

研修）

研修

検討会

月例会議

似下
月例）

事例

検討会
（以下

事例）

例
例

月
事

例
例

月
事

リ
リ

融
郭

例
例

月
事

例
例

月
事

伊
研

酒
事

趣
伊

月
事

伊
伊

月
事

伊
極

月
事

ロ
　
　

偵
卿

一
事

伊
翌

月
事

エ
　

ぽ
伊
伽

月
窮
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お　わ　り　に

　今後は，以上のような「介入」課題の設定から，勝田市教育研究所「適応指導教室」における

「学校不適応」児童・生徒への「介入」方略に関して，事例研究法を通した検討を行う。

　本研究の遂行にあたっては，勝田市教育委員会，勝田市教育研究所の諸先生方及び東石川小学校

教諭宮田斉先生の多大なご協力を得たことを付記して，深甚の謝意を表したいと思う。
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